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　モ アレ干渉法 による短波長 レーり
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ーラー不蜜定性の計測
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不 安定性の 成長率 が ゼ ロ になるカ ッ ト・オ フ波長付 近 （5−10 μm ）で レ
ーリー・テーラ

ー
不 安

定性 の 計 測 を行うことは、非 常 に重 要で ある。しか しなが らこれ らの 波長 は計測器 の 空間分解能付近であり、その た め我 々 はモ ア レ

干 渉を用い て 高分解能化す ることを考案した ［1］。これ により短波長凸 凹 を、グリッ ド・マ ス クとの 干 渉で 、長波長の 干 渉縞 に変換 して

高 分解能計測することがで きる。左 下図は 実 験配 置 概略である。

我々 は最近の 実 験 で 、この モ ア レ 干 渉を用 い て、未だ 計測の 行わ れ て い なか っ た 凸 凹波長 （4．7，5．7，8．5，12μm ＞で レ
ー

リ
ー・テー

ラ
ー不 安 定 性 を計 測することに 世 界 で 初めて 成功した。右下図 は計 測 結果 例である（凸 凹 波長8．5 μm ）。 時 間の 前半で は 何ら有意

な空 間変調 （干 渉縞）が見 られ な い の に 対 し、後半に は レ ーリ
ー・・テー

ラ
ー

不 安定性の 時間発展 によるもの と見られるはっ きりとした

変
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一不 錠 性 。 錠 化 機構 につ ・ ・ 議論す・も・ ・し、 詳 細は 翻 ・譲・．
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ラ
ー不安定性 の 線形成長飽和 と弱 い 典線形成長

　　　　　 Saturation　of 　Linear 　Growth　and 　Weakly　Nonlinear　Evolution　of　Rayleigh−Taylor　lnstability
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ー

ザ
ー

研

　レーザー核融合に お いて ターゲ ッ トを爆宿する 際、本質的 な問題の
一つ と して レ

ー
リ
ー・テ

ー
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（RT ）不安定 性が ある。高利 得爆宿

を実現 させ るた め に は、これ らの流 体力学的不安定性の 成長 を許容範囲 内、つ まり線形 も しくは弱い 非線形 に留め て おく 必要があ る。

そ こで我 々 は、まずこの RT 不安定性の 線形 成長 か ら非線 形成 長へ の 移行 （線形 成長飽和 ）、及 びその 後の 弱い非線形成 長を調べ るため

、有限 ス ペ ク トル 輻 を考慮 したモ デルを 用 い て解析を行 っ た。

　 RT不 安定性の 線形成長飽 職 に関 して は、　Haan の 理瞳モ デル による飽 和振幅 の 指標が、近年実験 とよく
一致 する こ とが報告 され て い

る。しか し、こ の モ デル は現象論的で あ り飽和振幅そ の ものに対 して、RT 不安定性の 線形 成長飽和は、振 幅の 2 条平均の 平方根 （rm

s）に よ っ て 決定 され るとい う仮定 を用 い て い る。　さらに、こ の モ デル は （あま り現実的で はな いが ）擾乱を構成す るモード間の 位相が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰 1よ揃 っ て い る場 合な どには適用で きな い 。こ れ に対 し．我 々 の self−consistent なモ デルを解析 した 結 果、線 形成長飽和 は実空

っ て 決 ま っ て い る と い うこ とがわか っ た。　こ れ らの こ とを考慮 して 飽和振 幅に対する 指標の 再導 出を行 っ た。s（k）＝v

　（こ こ でLは シス テ ム サ イズ、ε はス ペ ク トル の 幅を与え るパ ラ メータ、kは 波数で あ る。）

　また こ の 線形成長飽和 直後、RT不安定性は 実空 間の振 幅が時間 に比例 して 成長 する こ とがわか っ た。更 に、こ の 弱い 非線形成長、飽

和 振 輻 は ア トウッ ド数 に依存す る。下 図 にそ の 依存性 を示す。群細は講演にて 報告 する。
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（右 図 ） 弱 い 非線形 成長の ア トウッ ド数 依 存 性。
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